
 

    
 

 プ レ ス リ リ ース資料 （No.５１） 
平成 23年８月９日 

内      容 

（テーマ）      

いなべ市役所 ４庁舎の 

最大需要電力( デマンド) の削減について 

日      時 

（ 時 期 ）       

場      所 いなべ市役所 

市長出席の有無       有        ・        無 

特 記 事 項      全国的に、東日本大震災の影響に伴う電力不足の対策や取組みが実施されていると

ころです。 

当市も、国等の取組みを受けて、緊急的に、職員全員が電力需要を認識し節電20％

及び、経費の削減を目的として6月より次のとおり取組んでいます。 

 

１．高圧受電500kw未満の施設の場合、その月と過去11ヶ月の最大需要電力(デマン

ド値)の中で最も大きい値が基本料金の計算に使用され、一度でも大きなデマンド

値がでると、一年間そのデマンド値が適用されます。 

デマンド値を常時監視し、設定値（昨年値-20%）を超えるデマンド値の発生が予

想されるとき、警報で知らせる電子式電量計を37施設に設置。 

（ただし、構造的、物理的に難しい施設は除く） 

 

２．デマンド値を認識することにより使いすぎ、必要の無いところのスイッチOFFを

厳守。 

 

３．各庁舎の電灯数削減率平均で40％超 

 

＊ 参考：デマンド値を元に7月分契約電力量全体平均で26.7％、契約電力量合計で 

252kwを削減。 

[252kw（削減した電力量）／943kw（契約電力量合計）＝26.7％] 

      

  員弁庁舎 29％  大安庁舎 30％ 藤原庁舎21％ 北勢庁舎 23％  

      -52ｋｗ      -136ｋｗ    -12ｋｗ     -52ｋｗ 

 

この結果、7月分の基本料金が約336,000円／月の削減となりました。 

（１ｋｗ＝1,570円×0.85で計算） 

 

担当課係名 

電 話 番 号      

総務部 管財課  

0594-74-5823 

記者説明の 

有  ・  無 
有（場所     日時      ）・      無 

 


